
pfしく軍く ドラ イ,J､- は療 めて劇 外的 な'教 1くす ぎな いE,鹿 ,'1=尊 毅 は印 象 的

で'は あるが ′ あ くま で■L不幸 墨'例外 で あ るQ 頗 理 と油 断空耳 しな ,1れ ぼL,く

るまは.陵 め て-妥全 権 衆か つ灰 塵な互ので〉 要に魔 寛 上の 如 何が加 わわ光 ぼ､轟

く申 し分の ない磨_輿 と云 え よう｡

月 面 の 地l形
真 正 凄

ア メ リカ の レイ 二/i:十 一 ･ロ ケッ トのiTち上 げや ソ ゲ ィェ トの 珂の東 商 巌

彩 の成功 鼓ビで FTも身近 な鼻 故 にJi',9こ きr=もの だ とぼ､んや り尭 えて いた 翠

虜 の革 の とこ ろに,廟 ■に虹風 ハ てtL､ぱか っ1=ことが 奥表勘て .う､ソかか J'て 幸

T=｡ 鹿卑 8月 /E],其 同 風膚息 斜巻部 か ら ｢レイ ンジ ャー 7-号が 月面の温泉

富豪 腰 影 に呪 力 しま L,[=示､, そ の阜 喪が 合 口のキ 後 /周 にNASA(LL.S,.A.

風 塵 争宙萄 )か ら 轟束 にな L)ます｡ ご渡 にな りませ んれ ｣とい う密転が あJ'

7=｡ 包外 の-卑 rll:i,た い して繭糸 )i'し､し, ワ シント ンで轟表 される ものをど
ヽヽ

うや って観 る のか も判 らす .轟 秦で訳 のわ か らぬ 海 で と患 った れ 魔 め七み

られ る蜜 の 月面 の細部 の地 確 には 何 とも奮 い細 れめ 光線 乞紛 われて′ つい 研

濠 の返事 を して しま J)た. その 日は. 貫休 み 中 の ことさら暑 い上肝 日のヰ 磯

であJ7たが､′ 日此 益 公取 の中 に ある称理産 の 2掛 こカ ンズメに されて. そ の

凝議 客各 .Dた.

NASAでヰ 顔 1番 に轟衷 され た尊_寅■]ま.そのま ま膚 波 に の って′ 日 永 の,

いや, 世風 車 の主 賓 重蔵.社 や新 開社 に密 送 されJ 7碑 /0 本贋 には兇 像魔 耕

された 尊凛 をこの 虜餅で 耳 にする ことが で き る という. もっ とも月商 の 蔵 彰

覇一輪 から 衡 糞.まで の痛風が テ レビに 質優 され る麻武 なのt11'養 え れば凍 癖 はで

奉る 力この しか もその 蚤虞 と解 詑記薄が､その 日の廓 函夕刊 風 を巌 わす晋 で としゝ
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私兵 のふ だんの虹 濁藤 賢か らば信 じられ な しゝ耗 告ス ピ-ダ イな轟 tご､った

とに も箆=こも.東泉 級 の 孔る ダ､ィナ ミ＼ソクを轟 音 の世 界 に廟 ぐる寂 か 卓

ず りこよれて しま った榛 Zf鮮 いた っ[=.

塵 為 ′升 /兼 の鼻 糞 を草 にで き7この 度′キ 虜 2薦 少 し餌, 盈 リの 嫁 .フてハ

る印 腐乱 の写像 は′贋 筋 鞘強面 もな くの 20ぎok仇 .一 770/(i竹 上 盤 の も

ので′ 禾体 質塵鹿 で も感覚 で きる霞顔 であ る. 月面圏で 畠贋 同定 を行 .ってみ

た ら, )i,どこ エ ソキ -JJやゲ､- リツ ケ止が 恵 め吊 も為. それか ら薮 蚊 渡 られ

て く為 鳩 に 麗 ′つて, 珂 ロ ケ ッ トが ｢馨 の嵐 ｣ の辛鬼一群 へ.格･覇 しなか､ゎ廃人 L

J
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て湧 く こ とか'戯 れを.,凝一夜f=入 ,)た 2解 は及巻で あ った｡ 紫 .て廓栄 藤 の もの

よ り ′ 衝 突薪 2.3紗 J 5,00077Z,上療か らの 琴嚢 は賓に 取替で あ .った . ♀腰 額

と適 え られ てし＼た藩 の素 面カこ､′P方 の斜磯 を う け て唆影 が あや な し′ ナ クブ

ク した ゆ るや かせ厳 や円形 の歴 晶, 小嚢魔 に寓 んで 歳え るので ある〃 これ 産

金 くの斬 潮見 で あ った｡ 勧 め て象 る 月の駅 の贋 軽 さ, 敢日 豊で は 大泉 の藷 も

知 らなか った 形 象 だと溶 えは: 尊 く終激 と栄 薗 か らは液 出 られない ｡承磯 の

藤 D､恵燭 光 のさ す波打 際 に近 い親 藩風 をJ)ぞ いた漆 の蕨 に. 守 らネ ら レて額

づない :Lのであ った .直 ぐに は何 とも東 欧 のつかぬ地形 に早速 蛍蕗 したが′

喝感の 渡 来の腐 承 する刺 こ庇 ってよ る療線 は一丸 卜線々の 円形 の つ くるバ ク

- i/と 円の中心 に 明 又娃藤 の点 を粛 っ ことだ､. 夜 宴 されて来 た紀 明文 に よる

ど, これが ク し-ダL- (月面 の 円形 Ⅶ兼 の意 )で. こC)尊貴 に儀 彩 され てい

る澱 =＼の Lの の直 各 はデ.礼 , 審さ 3 札 ,閏み なお 粥'た寮 を蕗 ヶ率 い大 仁 とい

ら. ため /)すが 的 つ塵 取魔 をLt,=り′ 東 を解 凍葦 恥 尊 者衷 宅あ る屠 嶺 でみ

る と′ 雨だ れ に 穴 を麻け られ た曹 ビけ 略の鹿 啓 の東 面 に近 い線 ドで あ る. 六

に1よ円形 の鞠 蔀 で深 さ生 糸す泉 し､解 のL のと ′巌 さを示 す軌 ＼常 の:tの武 あ

り, 漁る一冊 ＼な阿藤 起状 の 現象に鹿 償 す が Lのが 琉立 って多 いq これ を地成

上 の地 形 になで らえれば､コニ ーラごとホマ ーチ の中 間C)地 番 に遭 い. 印度 /̂山

の観 に腐 野 をかか ず 鹿拳 闘 ＼さい｡ 併 し串 マーチ の東泉 ロ ぽビ ム坑 に比べ て

太さ く ぼ左目＼. 写嚢 の左 上の 轟地産 200孔 の ク レー p-で は ベ ロニ -チの

腺 な凍凝 ガ､褒 め られ J♀ 面 的 にこ唾 の 珂 le巧療 渡で あ る. これに.ついて コベ

ル ニ クズ､大山 か毒の 噴 出物 の腐 埠 が東 き ささ った もの だ と し､ら毅 関 東が/)い

･:辛-,已..

ゆる やかb:間藤 鮭媒 辛 Llrは軒 んで あ .ろうれ これが 胃の夜 番 の虜 さを 尻

す 弘の ガ と適 え る 八七め り, 地 上の 風或砂丘 4)魔 な兼番 メごと養 える人も し＼る.

沌 るや か な円形庶底と揮霧三輪蔀 の欠 とが､鞠塵 した位 資 にある ことや卯状 に な

あぶ フレ-ダーのある こと クレー タ-の衝盛 の 大か 蛙必 ず しもコペ ルニ ク

ス永山 に覇 座 して外商 して ＼＼な い こと をな らべ て奮 え てみ る と′ 懐石や 永山

誰 の療養､の威 な巌 柁為偶 然の吸塵 と恵思 え な し＼｡ ヤ は リ ブレ -p-の成潟 首

画廊 か らの 盈力 による火口 か凍輿XLtい ろ敦 が覇 力 ではな いか と終わ yL為ウ

併 し威 い影 を璃 っ円形 火 口 宜阿蘇で きた のであろ うかぅ 塵 紙 の腐 各 の横 森

屠 し＼盗泉/啓 による額 蹄の ろ‖＼月面 経, 大海光 の直射 によ J'て愚 衆 の 準康 の鼻

梁 首藤 しく, 月筋 の産着が 輿 に 量 って動線弁 解 す る 二と は庖易 に藤鹿 これ 軌

地銀魔 力の y& と法主え壊 カ に,ia吻 盛観行 中親 藩 も髪 か九 まい ｡ 患歯の厳

を -審 査泰雄 面 ぼな くとも,帝 都 動産 華南 へ と顔 衆が 塵/搬 ぐれて ゆ く孝盟 叱
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嫁 用 甘薄儀で 手る｡ 只の動 産が 兼 感 と間棟 に省 く, 増 の嵐

地膚蝕 の避寒 が蒸 L,くお そし､めで あろ さか つ月の両帝 灯施

療の藩 患者 にあ たる鹿朝敵 を示づ磯 舟 も威嚇 敵 の襖 lLなく,
府 政濃蘭 や大 底 蒸轟きLな い と殖 えられ て い るか ら′創生瀕

め番地 #/が その蓮違令 に空 ′'て い為 と品 名人も し､る｡地線 上で 好 /0 0万鼻

緒 の火 山動 産顔 壊 し威 され て しま って い る｡ 孝の膚 鶴 塞賓 が 甲で /oo槍 の

帝都が か かると して も /慮卑 (中生ベ1･この号 の,地 形 と な J'て′_,創生 顛 日比

すれば･新 しい 晴耕で ある, 掌農奴 l●ニよる 月面の硬 刺によ ると発腰 現像 や魔光

鼠 鹿 の密教 が､これ まで に何 十例 ヒあ '), '火JJ清 廟 の存 親 を膚 Lrて いる 人JLあ

ち. 地裁よ り古 い地 形 が新鹿 由'ままあ ると して も. ヌ′凄 7=新港 生地 雅が あ

り解 る と して も. 正 しく裸輿 的 な ことで ある,,

工_C.6.M.の鼻 卓が 阜 由ロ ケ＼ソト を重み ,氷 ･yの膨大な蟹専 守_舞は鶴 を執

ら.孝登 巣立 七な J'て. 威 力め示 風 が減 摩 とい う凝 城 を-ガ嘉 lこお やかわな凍 な

藤 代 で あ る . 埠の副産 物 をせ いで し､味得 で 守 る o)が , 食 しい 園 に いる卦 しい

嶺 の尊慮 とで も去え為 ので は なか ろ ろか.

(JLLW ,0/'タdf )

お茶大のイメーご
正 弟 愚 夫

僕 の生 れは 東南 嘗)ト日餌場 町 である. 塞額 で 痩 け る まで そ こに鑑 んで いTC

の でt, 打東 大 の こと攻麿ノ棲 何摩周 き.硬んで し＼た, 蛍購1ままだ車-高 原 とい って

いたが/ 儀 のよ ろ女頚 の画家 の に証 しヽ軌 二ヒ って JJ,空 れが東泉東 予簡蕃 帰

乾 各棟 の略称 で あることに 嵐イ くまで適 当 の Er月 払一撃 LT=.

小 日向香 田Tは筒圏 を商店厨 で とり鮮 まれ た娃患 池 で､あ った ｡一女寓肺 は塵 町

方 面 の 商凄衛 地象に 正 門が あ J'r=ので. 旬 は 孝 っち の巧 へ行 J?てはい けriL＼

と よくい クてし＼たo ま た′膚 は轟々｢お 泉 の氷 をぬたオ えん ｣ といJb富者 i:

療 ･1て いたが ｢オ えん と路. 一府婦女 子の東署鹿 か ら塗 LtLr=｢才 媛 ｣ k いろ

意~味 の爵 口 中と襟 1て し＼た.

㊥ 尊顔 は 轟押木†廃 車 (鹿足 の 教育 大 付属 車高 )で あ ったが , そ こで東商 腫

というの産 生上 して東 商 帰 順 商女 をJ梅 して い た ｡ 贋 にと J,てほぼ とんk:t鼎

心 外の ことで あ ′フたが ,や に蛙鳥 目のよ ろに ｢東 南 府 ｣ の正 門の節 を壌 勢 ･

願華 を正 して歩 く友 だ､ち もし､[=.だが そのため に斜 兼 にな 1た 叔涙Iい ＼た ど
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